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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 46,263 △4.2 2,762 75.7 2,759 78.2 2,051 58.4

27年３月期第２四半期 48,276 △5.2 1,571 △36.7 1,548 △32.1 1,294 △2.9
(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 1,905百万円( 32.9％) 27年３月期第２四半期 1,433百万円( 111.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 21.83 －

27年３月期第２四半期 14.42 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 142,835 34,264 23.9

27年３月期 137,145 32,839 23.8
(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 34,069百万円 27年３月期 32,648百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 0.00 － 6.00 6.00

28年３月期 － 0.00

28年３月期(予想) － 6.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注)27年３月期の期末配当金には、当社株式が27年３月19日に東京証券取引所市場第一部へ上場したことを記念した記
念配当１円を含んでおります。
　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 102,000 △3.6 4,100 △8.6 3,900 △6.9 2,800 0.3 29.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 107,301,583株 27年３月期 107,301,583株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 13,344,418株 27年３月期 13,344,123株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 93,957,371株 27年３月期２Ｑ 89,786,349株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料５ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（以下「当第２四半期」という。）におけるわが国経済は、新興国経済の減速による景気の

下振れが懸念され先行き不透明な状況が続いておりますが、円安・原油安による企業収益の改善が伺われ、雇用情勢の

回復や所得の改善により個人消費が持ち直しの傾向にあるなど、緩やかな回復基調が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、平成27年度を初年度とする中期経営計画（３カ年）の達成を目指し、持続的

成長を可能にする事業構造を強化するため、引き続き重点分野の事業拡大による成長戦略の推進、収益性の向上、有利

子負債の削減、安全・安心・安定・快適なサービスの提供、グループ経営基盤の強化に取り組んでまいりました。

　また、来年５月には三重県志摩市の賢島において主要国首脳会議「伊勢志摩サミット」の開催が決定し、グループを

挙げて伊勢志摩地域を含む三重県全体の魅力を発信できる好契機ととらえております。

　この結果、当第２四半期における当社グループの営業収益は462億63百万円（前年同期比20億12百万円、4.2％減）と

なり、営業利益は27億62百万円（同11億90百万円、75.7％増）、経常利益は27億59百万円（同12億11百万円、78.2％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は20億51百万円（同７億56百万円、58.4％増）となりました。

　 セグメントの業績は、次のとおりであります。

(運輸セグメント)

一般乗合旅客自動車運送事業（乗合バス）では、前年10月に運賃改定を行ったことが寄与し、営業収益は増加しま

した。また、一般貸切旅客自動車運送事業（貸切バス）では、貸切バス新運賃・料金制度の実施により一両当たりの

単価が上昇し、営業収益は増加しました。一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）では、伊勢志摩地域への来訪者

が減少し、営業収益は減少しました。旅客運送受託事業では、自家用管理収入が増加したため、営業収益は増加しま

した。

この結果、運輸セグメントの営業収益は137億67百万円（前年同期比３億98百万円、3.0％増）となり、営業利益は

19億97百万円（同10億41百万円、109.0％増）となりました。

業種別営業成績

区分 売上高（営業収益）(百万円） 前年同期比（％）

一般乗合旅客自動車運送事業 6,149 3.0

一般貸切旅客自動車運送事業 4,263 5.4

一般乗用旅客自動車運送事業 731 △6.0

貨物自動車運送事業 89 △2.4

自動車整備事業 212 2.2

旅客運送受託事業 1,970 0.7

その他 1,271 4.2

小計 14,687 2.9

内部取引の消去 △919 －

合計 13,767 3.0

（注）一般旅客自動車運送事業における営業成績は下記のとおりであります。

区分 単位
一般乗合
旅客自動車
運送事業

前 年 同 期 比
（％）

一般貸切
旅客自動車
運送事業

前 年 同 期 比
（％）

一般乗用
旅客自動車
運送事業

前 年 同 期 比
（％）

営業日数 日 183 0 183 0 183 0

期末在籍車両数 両 810 △2.2 346 △0.9 254 △8.0

営業キロ km 6,565 △0.4 － － － －

実働走行キロ 千km 18,517 5.0 9,809 △21.2 1,667 △7.2

旅客人員 千人 24,938 7.0 1,231 △14.4 590 △7.5

旅客運送収入 百万円 6,027 3.2 3,869 7.2 731 △5.3

運送雑収 百万円 121 △5.7 393 △9.6 0 △90.7
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（不動産セグメント）

分譲事業では、事業採算の見込める厳選した供給計画としたため販売戸数が減少したことに加え、前年には京都市

の大規模マンション「プレイズ二条」の販売収入の計上があったため、売上高は減少しました。賃貸事業では、概ね

計画通りに進捗し、営業収益は微増しました。建築事業では、リフォーム受注数が増加したものの、注文住宅の竣工

引き渡し件数が減少したため、売上高は減少しました。仲介事業では、愛知県内における取扱高が増加し、売上高は

増加しました。環境エネルギー事業では、前年８月に運転を開始した「志摩市阿児メガソーラー発電所」の売電収入

が寄与した他、新規施設が運転を開始したため、売上高は増加しました。

この結果、不動産セグメントの売上高は110億23百万円（前年同期比16億20百万円、12.8％減）となり、営業利益は

６億57百万円（同18百万円、2.7％減）となりました。

業種別営業成績

区分 売上高（営業収益）(百万円） 前年同期比（％）

分譲事業 4,047 △22.8

賃貸事業 3,827 3.1

建築事業 1,666 △29.7

仲介事業 482 8.1

環境エネルギー事業 388 32.4

その他 819 6.4

小計 11,232 △12.5

内部取引の消去 △208 －

合計 11,023 △12.8

(注) １. 分譲事業及び建築事業の売上高は、その計上時期が第４四半期連結会計期間に偏る傾向があり、第２四半期

連結累計期間の計上額が相対的に少なくなるという季節的要因があります。

２. 分譲事業における営業成績は下記のとおりであります。

区分
土地

(ロット)
前 年 同 期 比

（％）
建物
(戸)

前 年 同 期 比
（％）

売上高
(百万円)

前 年 同 期 比
（％）

戸建分譲 45 △28.6 26 △39.5 931 △38.4

マンション分譲 － － 169 3.0 3,098 △15.3

土地売却他 － － － － 17 △75.1

３. 建築事業における受注状況は下記のとおりであります。

区分
受注高

（百万円）
前年同期比
（％）

受注残高
（百万円）

前年同期比
（％）

建築事業 2,678 9.5 3,763 △10.7
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（流通セグメント）

石油製品販売事業では、不採算ガソリンスタンドの閉鎖やエコカー普及による販売数量の減少に加え、ガソリン等

の販売単価が下落したことにより、売上高は減少しました。一方、生活用品販売事業では、フランチャイズ展開する

東急ハンズにおいて、本年４月に新たに３店舗目となる桑名店をオープンしたことに加え、恒例の感謝イベント「ハ

ンズメッセ」が売上記録を更新したことにより、売上高は増加しました。自動車販売事業では、新車・中古車を合わ

せた自動車販売台数が堅調に推移し、売上高は増加しました。

この結果、流通セグメントの売上高は186億16百万円（前年同期比11億83百万円、6.0％減）となり、営業利益は69

百万円（前年同期営業損失41百万円）となりました。

業種別営業成績

区分 売上高（営業収益）(百万円） 前年同期比（％）

石油製品販売事業 6,408 △22.0

生活用品販売事業 6,671 8.6

自動車販売事業 5,547 1.8

小計 18,627 △6.0

内部取引の消去 △11 －

合計 18,616 △6.0

（レジャー・サービスセグメント）

旅館事業では、伊勢志摩地域への来訪者の減少に加え、来年５月に開催される「伊勢志摩サミット」への対応に向

けた鳥羽シーサイドホテルの一部施設改修工事に伴い、宿泊人員が減少し、営業収益は減少しました。一方、ビジネ

スホテル事業では、各店舗が堅調に稼働していることに加え、前年８月に「三交インGrande東京浜松町」がオープン

したことが寄与し、営業収益は増加しました。ドライブイン事業では、バス立寄り台数が減少したため、営業収益は

減少しました。索道事業（ロープウエイ）では、各週末や大型連休等の繁忙期の天候に恵まれ、営業収益は増加しま

した。旅行事業では、貸切バス新運賃・料金制度の影響で旅行代金が上昇したことにより会員募集の参加人数が減少

し、営業収益は減少しました。

この結果、レジャー・サービスセグメントの営業収益は55億13百万円（前年同期比46百万円、0.9％増）となり、営

業利益は18百万円（前年同期営業損失19百万円）となりました。

業種別営業成績

区分 売上高（営業収益）(百万円） 前年同期比（％）

旅館事業 1,360 △14.8

ビジネスホテル事業 1,412 25.5

ドライブイン事業 1,097 △11.8

索道事業 304 9.1

旅行事業 586 △3.9

自動車教習所事業 397 0.3

ゴルフ場事業 219 2.4

その他 135 －

小計 5,514 0.9

内部取引の消去 △0 －

合計 5,513 0.9
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（２）財政状態に関する説明

　（資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末（平成27年９月30日現在）における財政状態は、資産は販売用不動産の増加により

1,428億35百万円（前連結会計年度末比56億90百万円増）となりました。また、負債は借入金の増加により1,085億

70百万円（同42億65百万円増）となりました。純資産は利益剰余金の増加により342億64百万円（同14億25百万円

増）となりました。

　（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、マンション販売等にかかるたな卸資産の増

加等により50億５百万円の支出（前年同四半期比36億58百万円支出増）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に固定資産の取得等により23億57百万円の支出（同７億71百万円支出

減）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の増加等により71億91百万円の収入（同33億75百万円収入増）

となり、この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は新規連結に伴う現金及び現金同等物

等の増加額53百万円と合わせ、32億14百万円（前連結会計年度末比１億17百万円減）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、売上高は引き続き石油販売事業において販売単価下落に伴う売上の減少等によ

り当初予想を下回る見込みで、営業利益以下の利益項目については、バス事業（貸切バス）における新運賃・料金制度

の実施及び燃料費の減少による収益性の向上により当初予想を上回る見込みであります。

　なお、上記の予想は本資料の発表日現在のデータに基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によっ

てこれらの予想と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 （税金費用の計算）

　 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

　 益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 (会計方針の変更)

　 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

　 （企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,342,081 3,224,216

受取手形及び売掛金 6,293,180 6,821,642

商品及び製品 2,100,640 2,549,391

販売用不動産 16,542,111 20,098,559

仕掛品 234,436 554,834

原材料及び貯蔵品 245,496 233,911

その他 2,919,044 3,037,679

貸倒引当金 △95,340 △71,605

流動資産合計 31,581,650 36,448,629

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 29,815,172 28,399,481

土地 47,029,793 47,064,322

その他（純額） 9,961,110 12,360,324

有形固定資産合計 86,806,076 87,824,128

無形固定資産

その他 347,218 312,260

無形固定資産合計 347,218 312,260

投資その他の資産

その他 18,964,670 18,780,964

貸倒引当金 △554,610 △530,239

投資その他の資産合計 18,410,059 18,250,725

固定資産合計 105,563,354 106,387,115

資産合計 137,145,004 142,835,744

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,396,473 3,479,915

短期借入金 19,563,000 25,904,000

1年内返済予定の長期借入金 16,172,588 15,094,188

未払法人税等 593,845 1,335,924

賞与引当金 1,088,003 1,254,883

引当金 51,080 33,112

その他 10,632,200 9,648,304

流動負債合計 54,497,190 56,750,329

固定負債

長期借入金 25,704,231 28,214,937

引当金 85,314 89,439

退職給付に係る負債 2,958,564 2,763,078

資産除去債務 384,896 444,510

長期預り保証金 14,073,578 13,971,594

その他 6,601,845 6,336,876

固定負債合計 49,808,429 51,820,437

負債合計 104,305,620 108,570,766
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 8,487,952 8,487,952

利益剰余金 14,618,198 16,189,885

自己株式 △1,216,579 △1,216,708

株主資本合計 24,889,571 26,461,129

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,234,072 5,114,100

繰延ヘッジ損益 △5,090 △2,803

土地再評価差額金 2,027,462 2,027,462

退職給付に係る調整累計額 502,901 470,035

その他の包括利益累計額合計 7,759,345 7,608,794

非支配株主持分 190,467 195,054

純資産合計 32,839,384 34,264,978

負債純資産合計 137,145,004 142,835,744
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業収益 48,276,066 46,263,912

営業費用

運輸業等営業費及び売上原価 37,510,848 34,248,857

販売費及び一般管理費 9,193,510 9,252,883

営業費用合計 46,704,359 43,501,740

営業利益 1,571,707 2,762,172

営業外収益

受取配当金 148,925 144,860

その他 176,071 142,170

営業外収益合計 324,996 287,031

営業外費用

支払利息 337,867 286,671

その他 10,374 3,012

営業外費用合計 348,241 289,684

経常利益 1,548,462 2,759,519

特別利益

負ののれん発生益 385,709 －

固定資産売却益 728 436,149

その他 45,763 78,038

特別利益合計 432,202 514,187

特別損失

固定資産処分損 11,228 32,502

その他 10,311 4,921

特別損失合計 21,539 37,423

税金等調整前四半期純利益 1,959,124 3,236,283

法人税等 659,582 1,180,325

四半期純利益 1,299,542 2,055,958

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,847 4,846

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,294,694 2,051,111
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 1,299,542 2,055,958

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 40,462 △119,801

繰延ヘッジ損益 △23,022 2,287

退職給付に係る調整額 116,502 △33,003

持分法適用会社に対する持分相当額 144 136

その他の包括利益合計 134,086 △150,380

四半期包括利益 1,433,628 1,905,577

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,426,898 1,900,559

非支配株主に係る四半期包括利益 6,729 5,017
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,959,124 3,236,283

減価償却費 2,238,581 2,257,057

減損損失 8,473 1,421

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △109,231 △195,485

受取利息及び受取配当金 △151,913 △147,382

支払利息 337,867 286,671

負ののれん発生益 △385,709 －

売上債権の増減額（△は増加） △423,449 △608,010

たな卸資産の増減額（△は増加） △243,533 △4,333,448

仕入債務の増減額（△は減少） △3,420,984 △2,753,295

その他の流動負債の増減額（△は減少） △747,543 △1,221,001

固定資産売却損益（△は益） △728 △436,149

未払消費税等の増減額（△は減少） 121,415 △719,757

その他 △4,849 50,654

小計 △822,480 △4,582,441

利息及び配当金の受取額 150,912 146,416

利息の支払額 △293,270 △248,676

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △382,012 △320,631

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,346,851 △5,005,332

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △3,148,928 △3,188,294

固定資産の売却による収入 4,621 1,181,176

投資有価証券の取得による支出 △2,217 △7,407

投資有価証券の売却による収入 39,172 1,400

投融資による支出 △81,778 △271,806

投融資の回収による収入 72,847 53,703

預り保証金の受入による収入 300,459 247,606

預り保証金の返還による支出 △297,410 △372,309

その他 △15,862 △1,201

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,129,096 △2,357,132

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,286,000 6,341,000

長期借入れによる収入 1,500,000 8,025,000

長期借入金の返済による支出 △7,218,916 △6,592,694

自己株式の売却による収入 804,341 －

自己株式の取得による支出 △264 △128

配当金の支払額 △531,316 △563,744

非支配株主への配当金の支払額 △1,771 △430

その他 △22,696 △17,826

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,815,375 7,191,175

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △660,573 △171,289

現金及び現金同等物の期首残高 3,690,813 3,332,081

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 53,425

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,030,239 3,214,216
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損益計算

書計上額

(注)２運輸 不動産 流通
レジャー・

サービス
計

売上高

外部顧客への売上

高
12,548,494 12,269,457 18,117,512 5,340,601 48,276,066 － 48,276,066

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

820,702 374,267 1,683,288 125,840 3,004,098 △3,004,098 －

計 13,369,196 12,643,725 19,800,800 5,466,442 51,280,165 △3,004,098 48,276,066

セグメント利益又

は損失(△)
955,806 676,204 △41,956 △19,411 1,570,644 1,063 1,571,707

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額1,063千円には、セグメント間取引消去及び棚卸資産の調整額他が含

まれております。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「運輸」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２

四半期連結累計期間においては6,790千円であります。

「流通」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２

四半期連結累計期間においては1,682千円であります。

(重要な負ののれん発生益)

　「流通」セグメントにおいて、連結子会社である三重いすゞ自動車株式を追加取得したことに伴い、負ののれん発

生益385,709千円を当第２四半期連結累計期間において特別利益に計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損益計算

書計上額

(注)２運輸 不動産 流通
レジャー・

サービス
計

売上高

外部顧客への売上

高
12,939,806 10,592,202 17,373,684 5,358,219 46,263,912 - 46,263,912

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

828,177 431,127 1,243,129 155,211 2,657,645 △2,657,645 -

計 13,767,984 11,023,329 18,616,813 5,513,431 48,921,558 △2,657,645 46,263,912

セグメント利益 1,997,596 657,972 69,308 18,535 2,743,413 18,758 2,762,172

(注) １. セグメント利益の調整額18,758千円には、セグメント間取引消去及び棚卸資産の調整額他が含まれておりま

す。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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